
















































































































































































































本実践は 17名 8の学習者が受講していたが、そのうち、産出物データ 9が豊富であっ














































































































3～ 6週目 Ⅱ期 ①～⑤






























































































































































































 8 学部・大学院の正規留学生や別科生で、男子学生 7名と女子学生 10名で構成される。
 9 「内省データ」「産出データ」「振り返りデータ」の 3種類を含む。
 10 アメリカ出身の 21歳の男子学生。1年間の交換留学で来日し、日本滞在 7か月目にあたる時期
にこの授業に参加した。日本語学習暦は 5年 9か月で、日本の事務所でインターンシップの仕事
をした経験を持つ。
 11 台湾出身の 27歳の女子学生。本実践が始まる時期に、別科生として来日した。日本語学習暦は
4年で、以前、台湾の日系企業で働いた経験を持つ。
 12 韓国出身の 21歳の女子学生。本実践が始まる時期に、別科生として来日した。日本語学習暦は
3年 3か月で、ジョンとメイランと同じく、欠席せずにすべての授業に出席した学習者である。
 13 韓国出身の 22歳の女子学生。本実践が始まる時期に、学部留学生として来日した。日本語学習
暦は 1年で、すべての授業に参加した学習者であるが、13週目の授業は 15分以上の遅刻をした。
 14 ドイツ出身の 24歳の女子学生。別科生として来日し、日本滞在の 6か月目にあたる時期にこの
授業に参加した。日本語学習暦は 3年で、授業は 8週目に 1回欠席した学習者である。
 15 韓国出身の 22歳の女子学生で、日本滞在の 6か月目にあたる時期に本実践に参加した。日本語
学習暦は 4年で、授業は 7週目に 1回欠席した学習者である。
 16 期毎の具体的な概念の内容については、徳間（2010b）を参照されたい。ただし、概念名は一部
修正を加え、Ⅱ期の概念数については、六つから五つに修正した。
 17 自らが自らに注意を向ける心理過程。
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